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先行研究[1-2]において実験によって得た鉄多価イオン Fe XVのライン強度比の電子

密度依存性が衝突輻射モデル(CR モデル)を用いた理論計算によって予想されたライ

ン強度比の範囲を大きく外れるという問題が確認された。 

本研究では小型電子ビームイオントラップ(CoBIT)[3]を用いて、問題の原因の一つ

として考えられる共鳴励起過程のライン強度への寄与を観測した。共鳴励起過程は特

定の電子ビームエネルギーで大きな断面積を持つため、励起状態のポピュレーション

やライン強度に影響を与える重要な過程である。 

実験ではまず電子ビームエネルギー600 eVにおいて鉄多価イオンの生成を行った

後、350 ~ 500 eVの範囲でエネルギーを掃引させ掃引中の時間分解スペクトルを観測

した。トラップ領域内の価数分布を保つために電子ビームの掃引は高速で行った。 

実験の結果から観測した 21 ~ 27 nmの波長領域において Fe XV-XVIの複数のラ

インで共鳴励起過程の寄与によるライン強度の増大が確認された。しかし、共鳴エネ

ルギーから先行研究における問題の原因ではないことが確かめられた。また、2つの

原子計算コード FAC、HULLAC を用いて計算した共鳴強度と実験結果を比較した。

その結果を議論する。 
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